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 平成２８年４月から改正社会福祉法により、社会福祉法人による「地域における公益的な
取組（社会貢献事業）」の実施が法人の責務として位置づけられました。  

 この取組は、次の３つの要件をすべて満たすことが必要となります。  

 （１）社会福祉事業または公益事業を行うに当たって提供される「福祉サービス」である 

    こと 
 （２）「日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者」に対する福祉サービスであること 
 （３）無料または低額な料金で提供されること  

 具体例としては ・夏祭り等、イベントの開催による住民間のつながりの再構築  

         ・働き手が少ない商店街との連携による就労支援  

         ・公共交通機関がない地域での移動支援や買い物送迎支援  

         ・災害支援ネットワークによる避難所支援 
         ・刑余者の自立支援に向けた自立準備ホームの登録  
 などが挙げられます。 

 石巻市内にはたくさんの社会福祉法人がありますので、実際にどんな社会貢献事業に取り

組んでいるのか、順番にご紹介していきたいと思います。  
 今回は「社会福祉法人一視同仁会」さんをご紹介します。 

 インタビューにお答えくださった方は、理事長の遠藤早苗さんです。 

社会福祉法人一視同仁会 
■法人所在地  石巻市鹿又字八幡前１５番地 

■電話番号    ０２２５－８６－５０８８  

■ウェブサイト  https://hanamizuki1999.com/ 

■設立年月日  平成１０年１１月４日 

■事業  

 地域密着型介護老人福祉施設入所生活介護（地域密着型特別養護老人ホーム）、短期入所生活介護、通所介護事業、 

 訪問介護事業、居宅介護支援事業所、地域包括支援センター、サービス付き高齢者向け住宅、放課後児童健全育成事業 

■施設・事業所  

 特別養護老人ホーム花水木、花水木介護センター、ショートステイ花水木、居宅介護支援センター花水木、 

 石巻市河南地域包括支援センター、花水木デイサービスセンターもとまち、サービス付き高齢者向け住宅この花 

 （秋田県湯沢市）、ヘルパーステーションこの花（秋田県湯沢市）、鹿又地区第一・第二放課後児童クラブ 

■社会貢献事業  

（１）みやぎ教育応援団 

   家庭・地域・学校が協働して子どもを育てる環境をつくるために、子どもの教育活動を支援する花水木として宮

城県教育委員会に登録し、子どもの学習・体験活動の充実・活性化を支援しています。 

   宮城県石巻北高等学校の校外授業（地域貢献授業、野菜貢献授業等）、石巻市立桜坂高等学校（桜プロジェクト）、

石巻市河南東中学校校外学習、石巻市鹿又小学校校外学習（総合学習授業、町探検等）、放課後こどもクラブBremen

（サッカー遊び）等 

（２）災害時の花水木と地域の相互支援 

   花水木は福祉避難所として指定避難所での生活が困難な要援護者のために開設する二次的避難所として石巻市と

協定を締結しています。東日本大震災では花水木と地域の相互支援として、地域住民からは物質的な支援だけでな

い「大丈夫か」の声掛けなど、心に働きかける精神的な支援をいただきました。花水木から地域への支援は、石巻

市介護保険課（現・介護福祉課）を通し、特別養護老人ホーム花水木へ被災した要支援、要介護者の受入をしてい

ました。また、近隣避難所の石巻北高校へは施設職員派遣や福祉用具貸出の支援をしたり、震災発生から１か月後

の４月１８日から８月２６日（避難所閉鎖）までの期間、月曜日から金曜日の１６時から１８時まで、避難所生活

者と地域被災者に花水木介護センターの大浴場を開放し入浴支援をしたりしました。 

（３）地域や利用者の家族と利用者・職員をつなぐボランティア 

   地域住民が生涯学習などから得た、様々な特技や得意分野を当施設での活動に活かし、そのボランティア活動に

より利用者が心豊かな時間を過ごすことができ、ボランティアさんには「やりがい」を感じていただいています。

施設内には絵画や書などの地域住民の作品を展示。その作品は利用者や職員を癒やし、楽しませています。また花

水木には、地域住民が入所者・利用者の災害時避難誘導支援（花水木非常時協力員）や余暇活動支援をする花水木

ボランティア会があります。 

石巻市内で活動している社会福祉法人のご紹介 

第９回インタビュー 

社会福祉法人一視同仁会 

https://hanamizuki1999.com/
https://hanamizuki1999.com/
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右が理事長の遠藤早苗さん  

―今回は介護事業サービス全般を担う

社会福祉法人として、一視同仁会さんの

ご紹介です。まずは、法人のご説明から

お聞かせ願います。 

遠藤：社会福祉法人一視同仁会は主に旧

河南町鹿又を拠点とし、石巻市中央に「花

水木デイサービスセンターもとまち」が

あり、秋田県湯沢市に「サービス付き高

齢者向け住宅この花」と、その中にヘル

パー事業所を併設し、その他にも地域の

方の交流や活動をする場所を提供するた

めにブックカフェを併設しています。  

 事業については（記載のとおり）、主に

老人福祉を行っていましたが、令和４年

４月から放課後児童健全育成事業として

放課後児童クラブを運営することになり

ました。これまで石巻市で運営していま

したが、民間事業所に委託を進めており、

鹿又小学校の第一、第二放課後児童クラ

ブを一視同仁会で運営することになりま

した。 

 事業所としては、在宅生活を支える地

域包括支援センターからケアマネジャー

の部門、そして入所施設まで揃っており

ます。 

 施設の全景ですが、つい先日大規模修

繕が完成し、外壁の塗り直しにより、ふ

わっとした優しい雰囲気にイメージチェ

ンジができました。また、２階建ての備

蓄倉庫を増設しました。というのも、普

段は備蓄倉庫として使用しますが、水害

などのいざという時の災害に備えて、特

養の入居者が一時的に安全な場所に垂直

避難ができるように２階建てにしました。 

 

 

―近くに大きな川として、北上川があ

りますよね。 

遠藤：堤防から２００ｍしか離れてない

ので数年前の台風１９号の時は、須江し

らさぎ台にある「しらさぎ苑」（グループ

ホームなどを運営）さんの方へ避難しま

した。その時も大雨の中、入居者さんが

雨に濡れないように気を配りながら何度

も往復し、とても大変でした。また、そ

の道中も大雨でいくらワイパーをかけて

も前が見えなくて、すごく怖い思いをし

ました。こういった経緯もあり、特養の

入居者が一時的に垂直避難できるように

してあります。 

―震災当時、川を津波が遡上してきた

のを職員が見たと聞きましたが。  

遠藤：あの時は本当に土手ギリギリでし

たね。地域の方が「避難するなら一緒に

手伝うよ」と集まってくれました。そこ

でいざ避難しようとしたとき、近くの避

難場所は被災者の避難所となるので、高

齢者施設利用者が入ることができなかっ

たり、その他の避難所でももう人がいっ
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花水木の外観  

ぱいで入れなかったりと避難するのが難

しく、結局施設にとどまることになりま

した。ギリギリまで１階で過ごし、屋根

はなくてもいざという時は職員みんなで

利用者さんを屋上へ避難することにしま

した。その時、地域にちょうど自衛隊を

退職された方がおられ、施設に一緒に泊

まってくださいました。すると、夜中に

川の水位を見に行ってくれて、「施設長、

水位が上がっていないので大丈夫です！」

と報告してくれました。元自衛官の方は

報告するときは上官の人がすぐ判断でき

るように訓練されているようで、あの時

この言葉で「ここに残ろう！」と決心が

つきました。その方には本当に感謝して

おります。 

 

 

―それを踏まえて、台風１９号の時は

「しらさぎ苑」さんへ避難したというこ

とですが、普段から何か協定を結んでい

るといったことをしていたのでしょうか。 

遠藤：震災後に「有限会社しらさぎ苑」

さんにお願いし協定を結びました。当時

は近くの学校へ避難することを考えてい

ましたが、市や県へ問い合わせても結論

が出ず、民間事業所を頼り、「しらさぎ苑」

さんにお願いすることとしました。する

と、「しらさぎ苑」の社長さんに快諾して

いただき、やはりこのようなときは同業

者が一番頼りになると改めて実感しまし

た。「しらさぎ苑」さんは「デイサービス

センター虹の丘」も運営しているので、

台風の時はそちらに２０数台の公用車も

職員の車も全て避難することができまし

た。 

 その時の話ですが、私と男性スタッフ

と宿直者が３人で夜に施設残りました。

次の日の朝に、「大丈夫だったなぁ」と安

心しながら、入居者さんが戻ってこられ

るように準備をしようかとカーテンを開

けていると、ごみ箱など下に置いてある

ものが全てベッドなど高いところに上げ

られていて、もし水が来ても大丈夫なよ

うにと、職員のみなさんが自分たちで気

づいてやってくれていたことに、朝一人

で感激したことを覚えています。このよ

うな経緯もあり、備蓄倉庫ではあります

が、やっと念願叶って一時的にも垂直避

難ができるように整備できました。 

 災害時や避難等については、「災害時の

花水木と地域の相互支援」ということで

施設と地域の協力体制があります。 

 地域の方から花水木に支援してもらっ

たり、花水木から地域の方を支援したり

ということです。震災当時は福祉避難所

として指定はなかったんですが、その後、

福祉避難所として石巻市と協定を締結し

ました。 
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 あの時は施設としてやるべきことは、

当たり前のようにいろいろとあり、要支

援や要介護の認定を受けている方は、自

宅が被災して避難所で生活することは困

難なので、特養として定員の倍以上の人

数を受け入れていました。避難所には、

経管栄養の方で栄養剤がないため砂糖湯

やお湯を入れていた方がいたり、津波に

流されて助かって避難所にいる方で微熱

が続いていたり、においなど衛生的に良

くない状態のまま生活していた方もおり、

そういった方を受け入れました。熱があ

る方などは特に感染症の恐れもあるので

一旦デイサービスの静養ベッドで待機し

てもらい、心配がなければ特養内で生活

していただきました。当時は電気もなく

氷も作れない状態だったので、施設にあ

るもので何とか対応しました。  

―電気が使えるようになったのはいつ

頃だったでしょうか。 

遠藤：ここは施設だからということもあ

ってか、専門業者の方が他の大きい会社

を先に回っているとのことで、遅くなり

ました。周りの住宅に電気がついても、

花水木だけついていない状態で暫くかか

りました。水道も同様ですね。 

―生命に危険を及ぼす可能性が高いと

いう意味では、特養のような施設を優先

的に復旧すべきと思いますが。 

遠藤：そこに行き違いがあるようで、福

祉避難所として指定がないと行政の方で

も気づかないようです。 

 また、水も汲みに行っていました。地

区に巡回してくる給水車は住民の方のた

めであり、施設への給水ではないと断ら

れました。施設の貯水槽への給水に来て

くれたのは秋田県湯沢市の給水車で、石

巻市の給水車は来なかったです。井戸水

をもらったり、職員と並んで汲んできた

りと、これではせっかく助かった入居者

も、職員も疲労で身体がもたないと感じ、

私の役割はもはや情報発信しかないなと

思い、東京の知り合いなどを頼ったり、

いろんな所にメールを送ったりしました。 

 あとは、石巻市役所周辺の水が引いた

タイミングで、３月１３日か１４日だっ

たと思いますが、職員二人に介護保険課

（現・介護福祉課）へ行ってもらい、「助

けなくてはいけない高齢者がいれば施設

として受け入れます」と伝え、と同時に

「水、消毒用アルコール、ガーゼ、脱脂

綿がないのでこれらがあれば高齢者の方

を受け入れられます」という要望を口頭

ではなく紙に書き出しました。それから

石巻市が手配してくれて必要な物資が届

くようになりました。 

 そこから福祉避難所の指定になるわけ

なんですが、情報発信のアクションは非

常に重要なんだなと痛感しました。やら

なくてはいけないことは、もちろん指定

になっていなくてもしますが、いろんな

方を助けるということはそれだけ物資も

必要になるため、やはり思いだけではな

く、きちんと指定されることも重要と感

じました。 

―指定福祉祉避難所という一つの地域
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貢献・役割であり、地域の方、介護者の

方にとっても安心できるのかなと思いま

す。 

 話を伺っていて、震災当時は津波被害

を受けた地域も大変でしたが、こちらは

こちらで大変でしたね。 

遠藤：津波が到達せず残っている施設と

して、やらなくちゃいけないという思い

でした。そのためデイサービスも、今は

主に旧河南町の利用者が多いですが、当

時は沿岸近くでデイサービスを営業でき

ているところがなくて、湊・渡波まで送

迎したり、遠くの避難所にも送迎に行っ

たりしました。 

 ３月下旬に「いつまで休んでいるん

だ！早く再開してくれ！」という声があ

りました。この周辺は電気が復旧してい

なかったので、テレビも観られず、沿岸

部がどういう被害状況か分からなかった

ようですね。給食もある物しか出せずい

つもの給食ではないこと、ボイラーが復

旧していないのでお風呂にも入れないこ

とを伝えても、それでもいいから再開し

てくれという声があり、４月１日にデイ

サービスを再開しました。 

 再開すると、いろんな所から利用者が

集まってきて、４０名定員を超えてきた

ので宮城県の成人高齢班（現・高齢者支

援班）へ「定員を超えて受け入れたい」

と要望すると、「上の方から指示がないの

で少し待ってください」と言われました。

上ってどこだろうと考えたときに「厚生

労働省だ！」と思い、東京へ電話をしま

した。ちょうど厚生労働省の電話番号が

記載されている通知が来ていたのを思い

出し、電話をしました。すると、「よく電

話をしてくれました！」と電話を受けた

担当者が言ってくださり、「そのような理

由で、待てないんですよね。では、受け

入れるだけ受け入れてください」とのお

返事をいただきました。そして、受け入

れるにはどのようなことをすべきか、注

意点などを確認したところ、「定員オーバ

ーしているけど、どうしてその方を受け

入れなければいけないのかの必要性、理

由をきちんと記録していてくれれば問題

ありません」ということで、ホールも５

０人が利用できる広いホールでしたし、

スタッフもあの当時は求人を出すと次々

に応募してくれましたので、受け入れる

ことができました。 

 それから、毎日車のタイヤに釘（被災

して解体した家屋の釘）が刺さるんです。

誰かに意地悪されているのかと思うくら

い刺さり、パンクしました。 

 あとは、訪問入浴も当時していたので、

発電機と水を汲んで女川町まで行きまし

た。やっぱり、無我夢中でしたね。特養

も４人部屋に７人入っていたこともあり

ましたし。燃え尽きるってあるんだろう

か、今日頑張れば明日楽になるんだろう

かと思っていたんですが、次の日もまた

いろんなことが起きるんですよ。あの頃

は毎日が大変でした。 

―災害に関しては、復興というゴール

が見えるんですが、コロナウイルスなど
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の感染症はゴールが見えないですよね。

その中で事業継続計画（BCP）（※１）が令

和３年度から義務化となりましたが、こ

のような経験があったからこそ計画を立

てやすいのかなと思いますが、いかがで

すか。 

遠藤：そうですね。被災した時に一番大

事というか、計画作るときにもこれが一

番大事だと思ったのは、「役割分担」です

ね。通常は介護や看護だけの業務で十分

なのですが、有事の際には広報の担当を

したり、物資の受け入れ担当をしたり、

いろいろ情報収集したり、洗濯当番をし

たりと、今までは業者さんが洗濯してい

たのを自分たちでしなくてはいけないな

ど、ホワイトボードに係を書き出してみ

んなで動きました。何かあったときは一

番にこういった係をきちんと決めておく

ことがスタートになります。 

―災害や感染症対策などのガイドライ

ンでも役割分担を明確にするように書い

てあるので、そういったノウハウがあれ

ばやりやすいと思いますし、先ほど、避

難するときに地域の方が「一緒に避難し

てあげるよ」といったお話がありました

が、BCP自体にも「災害時には地域の方

と連携をしながら」と明記してあるので、

もう既に実践されていると思いました。 

遠藤：施設のある鹿又地区の皆さんって

凄いんですよ。皆さんよくここを「おら

ほの施設」と言ってくれる方々なのです。 

 鹿又地区では、花水木のための非常時

協力員がいるんです。夜間に火災などが

あったときに、夜勤者だけで入居者さん

を外へ避難させるときに、例えば出入口

まで職員が誘導して、そこから外に出し

てくれればスムーズに避難できる、その

ようなときに協力してくれる方が現在男

女で１３名いらっしゃいます。平成１９

年の立ち上げ当時は、皆さんまだお若か

ったので、走ってもすぐに駆け付けられ

ましたが、今は「走るのは難しいけど、

どこから出てくるとか、どこに逃げれば

いいかを施設に集まってきた住民に言っ

てちょうだい！手伝うから！その係を私

たちがするから！」とおっしゃってくれ

ています。野次馬と協力員の区別をする

ために、見て分かるように目立つ帽子も

作りました。 

 ただ、立ち上げ当時、消防の方に反対

されました。「この方たちが煙に巻かれる

など、二次災害の危険性がある」との理

由です。しかし、このような協力がない

と入居者の命を助けられないこと伝え、

煙に巻かれないようにするために出入口

までとしました。 

 あとは避難訓練に来ていただいて、一

緒に誘導していただいたりしていたので、

あの震災当時もみんなが混乱している中

で「非常時協力員です！」と２名の方が

駆けつけてくれました。あとになって「あ

の時、それぞれが自分や家族の命を守る

ことで精一杯で、いろいろと家のことも

あるだろうに、どうして花水木に来てく

れたんですか」と聞いてみましたら、「自

分は非常時協力員だと思っていたから、
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花水木非常時協力員の皆さん  

それは責任だと思っていた。施設のスタ

ッフは女性が多いし、入居者は寝たきり

の方もいるので、自分が行かないとダメ

だと思ったので来た」とおっしゃり、凄

い責任感を持っているのだと感じました。 

 夜も寒いだろうと、ストーブを持って

来てくれたり、夜もちょこちょこ顔を出

してくれたり。なので、日頃から地域の

人と顔を合わせていれば、そういう有事

の際には「花水木！」と頭の中に浮かん

でもらえるんじゃないかなと改めて思い

ました。 

 

 

―地域にある施設として、地域とこう

いった取り組みをしているという素晴ら

しい事例としてもっと皆さんに知ってい

ただきたいと思いますね。 

 また、近年に起きた学校や施設での痛

ましい事件などもあり、警戒しなくては

ならなくなって施設と地域の距離が大き

くなってしまうという弊害がありますが、

逆に地域の方が気軽にいつでも入れるよ

うな施設だからこそ、地域の方が施設で

の異常や変化に気づいたり、災害時に駆

けつけてくれたりという状況があるのか

なと思います。そういったオープンな関

係が理想ですが、なかなかその垣根を取

り払うのが難しいのが現状だと思います。 

遠藤：そうですね。私ははじめ、事務員

としてこの施設へ来ました。その時、ボ

ランティアで民謡や習字を教えてくれる

方をお願いしたいと上司に言うと、「利用

者に何かあったらどうするんだ。ダメだ」

と断られました。でも、「何かあったら」

の「何」とはなんだろうと考え勉強した

のが、宮城県社会福祉協議会のボランテ

ィアコーディネーター養成講座でした。 

 そこで、地域の方を施設にボランティ

アとして受け入れるには、ガイダンスが

必要であり、法人としてどのような考え

を持っていてどのようなことをしてもら

いたいのか、また、ボランティアの方が

どのようなことができるのかなど、きち

んと話し合いをすることが大事だという

ことを学びました。そして、個人情報の

保護も徹底し、ボランティアさん全員に

誓約書として署名もいただきました。 

 地域の方々は、趣味で色々なことを勉

強しており、職員が利用者の方へ教える

よりも地域の方々の方が詳しいし、上手

なんですよね。民謡、習字、ピアノなど

など住民に声をかけて、午後から１時間

程度お招きして発表していただいたくと

いうことをコロナ禍の前にはしておりま

した。次々いろいろな方がいらっしゃっ

てくれて、日本舞踊だったりコーラスだ

ったり、しかしそれができなくなってし
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習字ボランティアの遠藤鶴蓉さん  

民謡ボランティアの楯石光弘さん  

まいました。昨年コロナが少し落ち着い

たときに、マスクをして距離をおいて民

謡を歌ってもらいました。すると久々の

訪問に利用者の皆さんが大いに盛り上が

りました。あとは中央にあるデイサービ

スでは月一回、習字を教えている方に来

ていただいています。 

 

 

―入所者にとっては、施設内の職員や

利用者間のコミュニケーションだけにな

ってしまうので、元々住んでいた地域の

住民がボランティアとして来ることは、

入居者にとっては施設に入っていても地

域感を感じられて良いですね。 

遠藤：そうですね。近所の方がボランテ

ィアとして来てくれると、施設にいる方

も「あ～、久し振りだね」などと会話に

なったり、手を握り合いながら再会を喜

ぶ姿があったりします。皆さんの絵画や

書道などの作品は施設内に展示していま

す。 

 また、花水木には非常時協力員のほか

にも「花水木ボランティア会」があり、

社会福祉協議会からも表彰をいただいて

いるんですよ。 

―宮城県社会福祉協議会会長表彰です

ね。 

 

 

遠藤：こういった活動をどこでも簡単に

できるものだと思っていたら、そう簡単

なものではないんだなと、ボランティア

コーディネーターを勉強して、段取りさ

え踏めば同じようにできると思っていま

したが、施設が増えるようになってより

感じました。こちらの施設側だけではな

く、改めて、ここ鹿又の地域の方々がい

るからこそできるのであって、良い人た

ちに恵まれているなぁと、本当に地域の

人たちがあって、私なんかが施設長とし

て務まっているんだと思います。 

―それはお互いが存在してのような気

がします。昔は施設というと地域からは

「なぜ施設を建てるんだ」と否定的なと

ころもありますし、施設というものに対

して、運営側と住民の考え方など、お互

いが合致しないとうまくいかないものな

のかもしれません。それがうまくいった

のが、この花水木さんなんだろうなぁと

思います。 
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理学療法士による高齢者用リハビリ機器の体験  

介護ロボ「HAL介護支援用」を装着して介護体験  

遠藤：あとは、ここの行政委員さんや主

な出会った方たちが凄く動いてくれて協

力してくれたのが、住民の方々も協力し

てくれたきっかけになったのかなと思い

ます。 

―そう思います。やはり地域の代表の

方がキーマンになりますので、いかにそ

の方々のハートを掴むかが大事ですね。

そうなると施設内を見ていただくのは一

番いいことかもしれません。  

 

 

遠藤：みやぎ教育応援団（※２）について

ですが、家庭・地域・学校が協働して子

どもを育てる環境をつくるために、子ど

もの教育活動を支援する花水木として宮

城県教育委員会に登録し、子どもの学習・

体験活動の充実・活性化を支援していま

す。 

 石巻北高校がこちらで校外授業をした

ときは、介護ロボを装着して介護体験を

しました。また、農業を勉強している生

徒さんからは花壇を貸してほしいという

ことで、道路沿いの花壇は北高校の生徒

さんが綺麗にしてくれています。  

 河南東中学校の校外学習では、理学療

法士がリハビリ機器の体験指導をしまし

た。 

―子どもたちのこういった学習は将来

の人材育成と考えると、施設の持ってい

るノウハウだとか、一つの地域の資源と

してもそうですが、若いうちに知ってお

くと大人になってからも他人に対する接

し方だったり、認知症の方や、身体の不

自由な方に対してどのような関わり方を

すればいいのかを考えたりと、いろんな

発想ができるのかなと思います。 

 

 

遠藤：鹿又小学校の子どもたちは今、お

じいさんやおばあさんと一緒に住んでい

ない子が多くて、ここに総合学習で来る

とお年寄りの方とどう話していいのかが

分からない子がいるので、話し方は低い

声（低音）の方がいいだとか、ゆっくり

お話しするだとかをマネしてもらったり

して、相手が分からないときはもう一度

お話してみてと教えると、利用者が反応

するようになり、関わり方が分かってき

たようでした。すると子どもたちから先
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石巻北高校生徒による花壇整理  

生に「もう一度行きたい」との声があっ

たとのことで「初めはどう関わっていい

か分からない」、「ちょっと怖いと思って

いたけど、とても優しいし、今度はこん

なことをしてあげたい」などの意見が出

たようで、関わってみることでお話の仕

方が分かってくるんですよ。  

 あとは、桜坂高校の「桜プロジェクト」

というのがあり、就職先を選ぶうえで石

巻にはこんな会社が沢山あるんだよとい

うことを知ってもらうために、学校側が

決めた会社を体験させるプロジェクトが

あるんです。それで花水木に来た生徒に、

介護施設の印象を聞くと「怖いと思った」

とのことでしたが、体験の終了時に感想

を聞くと、「みんな笑ったり笑顔だったり

して、入所している人みんな優しかった」、

「イメージと違った」と言っていました。

こういった施設で授業として受け入れる

ことで、児童生徒にとって全然分からな

いものが少しでも分かってもらえれば、

将来大人になってからいいのかなと思い

ます。 

―現在、多様な方が一緒に生活してい

く世の中になっています。就職で事務や

販売をするうえでも、人と人との関わり

を持たない職業はないので、世の中には

こういった方もいるんだといったイメー

ジをするにも、就職活動前にこのような

体験ができることは、若い学生さんにと

ってみれば仕事の幅を広げるいいヒント

になるのではないのでしょうか。 

 

 

 

遠藤：今はいいですよね。学校でそうい

う教育があって。私たちの時代にはまっ

たくなかったですもの。 

―はい、うらやましいです。 

 あと１点気になったことがあるのです

が、秋田県湯沢市との接点というのは何

かあったのでしょうか。 

遠藤：前々理事長が秋田県湯沢市の方で

す。 

―雪深いところですね。サービス付き

高齢者向け住宅とヘルパーセンターのほ

か、ブックカフェを行っているというこ

とですが、具体的にはどんな内容でしょ

うか。 

遠藤：「スタートライン」というひきこも

りの支援グループの定例会の場所を提供

しています。湯沢市でもひきこもりが課

題になっているということでしたので、

ブックカフェの本の整理や掃除など就労

支援の受け入れの体制もしています。  

 雪は、カラオケ教室でブックカフェを

使用していた近所の方がローダーで雪か

きを手伝ってくれていました。もう積雪
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がものすごくて雪かきというレベルでは

対処できないんです。雪を置く場所にあ

る雪の壁は、私の身長の２倍の高さにな

るんです。 

―それは大変ですね。そろそろお時間

になりましたが、最後にもう一つお聞き

したいことがありまして、今後の社会福

祉法人連携について何かお考えのことは

ありますでしょうか。 

遠藤：外国人雇用を積極的考えている法

人さんと連携をして、まだ受け入れては

いませんが「一緒にしましょう」と誘っ

ていただいています。その法人さんから

は「一緒に紙おむつを買いませんか」な

どと物品調達とか人材雇用に連携しませ

んかとお誘いを受けているので現在考え

ているところです。 

―制度に基づいたサービスでは解決で

きない方や多問題を抱える家族など、隙

間がなく支えられるように法人間連携が

大事になってくると思いますが、石巻で

もかなりの法人数があるので児童から高

齢者までそれぞれに特化した法人間で何

かできることがないかと思いますが、そ

の辺についてもお聞かせ願えますか。 

遠藤：そうですね。他の法人さんとの連

携とまではいってないですが、ちょうど

うちで地域包括支援センターとヘルパー

の事業をしていると、要介護の状態じゃ

ないけれど高齢になって「郵便物を出し

にいけない」とか「ゴミを出しに行けな

い」とか「除草作業ができない」とか「灯

油を入れてほしい」などをちょっとした

高齢者の困りごとが相談に上がってきた

ので、元気な高齢者が手伝うという「新

田町よこよこ会」を作りました。「横と横

を繋げる」という意味ということで鹿又

の住民さんが名付けてくれました。  

 どこで困っているかの情報は地域包括

支援センターが窓口になり、一視同仁会

としてはごみ袋やグローブなどの物品の

提供をしています。始めは３０分１００

円とかで一視同仁会から地域の方にお礼

の形でお金を支払っていたんですが、住

民さんからは「お金を貰うとやりにくい」

と言われ、途中からお支払いをしなくな

りました。その方たちが除草作業に行っ

たり、自ら片付けができない方の家の掃

除などを手伝ったりなどしているんです

が、こういった活動を法人同士がまとま

って全地区に広がっていけば良いんでし

ょうね。 

―今の話は、まさに介護予防・日常生

活支援総合事業の住民主体による「介護

予防・生活支援サービス事業」（※２）その

ものと思います。それが広がっていくこ

とが理想的です。 

遠藤：やはり地域の中にみんなをまとめ

てくれるリーダーとなる方がいるといな

いのとでは違うと思います。 

―花水木さんと鹿又地区との関係のよ

うに、各地区に広がっていくと良いです

ね。 

 社会福祉法人の連絡会というのが今ま

でなかったので、こういった話など、他

法人との情報交換ができる場があると良
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いですよね。 

遠藤：高齢者施設としては（老人福祉施

設協議会として）組織化されているんで

すが、子どもや障がい福祉の分野との接

点は確かにありませんので期待したいと

ころです。 

―本日は貴重なお話を大変ありがとう

ございました。 

遠藤：ありがとうございました。 

 

 

― インタビューを終えて ― 

 日頃から一つ一つ積み重ねてきた努力

が地域の理解を得て、地域との相互扶助

を大切にしながら法人運営をなさってい

ると強く感じました。 

 また、あの東日本大震災の教訓を踏ま

え、次の災害への備えも万全とし、利用

者や職員の命を守る柔軟かつ迅速な体制

整備は、経験が成し得た賜物だと思いま

した。 

 これからは放課後児童クラブの運営も

担うということでしたので、子どもから

高齢者まで幅広い世代と関わりを持つこ

とで、これからも地域にはなくてはなら

ない存在であると感じました。 

 地域福祉事業を行っている石巻市社会

福祉協議会としては、地域と密着した事

業展開をなさっている一視同仁会さんの

存在が心強く感じられるインタビューと

なりました。 

 今後も地域を支えていく存在であり続

けるために、共に頑張っていきたいと思

います。 

 

※１．事業継続計画（BCP） 

   大地震等の自然災害、感染症のまん延、テロ等

の事件、大事故、サプライチェーン（供給網）の

途絶、突発的な経営環境の変化など不測の事態が

発生しても、被害を最小限に抑えながら必要なサ

ービスは継続し、休止したサービスは可能な限り

短い時間で再開させることをどのように進めて

いくか、方針、体制、手順等を示した計画のこと。

業務継続計画とも言う。  

※２．みやぎ教育応援団  

   家庭・地域・学校が協働して子どもを育てる仕

組みとして設立され、子どもの教育活動を支える

企業・団体・個人等を「みやぎ教育応援団」の団

員として認証・登録し、学校の授業や放課後の活

動、PTA活動などの場面で活躍してもらうことで、

学習・体験活動の充実と活性化を図っている。  

※３．介護予防・生活支援サービス事業  

   多様な生活支援ニーズに応えるため、従来の介

護保険における介護予防サービス（デイサービス

やホームヘルパー事業）と同様のサービスに加え

て、NPO法人や民間事業者、ボランティアを含め

た多様な担い手による訪問サービス、通所サービ

ス及びその他の生活支援サービスを提供するも

の。  

 

 

https://www.pref.miyagi.jp/site/kyodo/ouenda-n.html

